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“
世
紀
越
え
ト
ン
ネ
ル
”
青
森
県
と
秋
田
県
を
結
ぶ
、
国
道
１
０
３
号
鹿
角
市
大
湯
と
国
道
１
０
４
号
田
子
町
夏
坂
間
の
バ
イ
パ

ス
ル
ー
ト
（
一
部
、
ト
ン
ネ
ル
化
）
建
設
を
促
進
す
る
た
め
、
青
森
県
田
子
町
と
秋
田
県
鹿
角
市
の
議
会
議
員
が
一
丸
と
な
り

早
期
着
工
へ
向
け
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

世
紀
越
え
ト
ン
ネ
ル
建
設
加
速
化
市
町
議
会
協
議
会

令和７年１月16日～17日
中央要望活動

国土交通副大臣
髙橋克法　参議院議員

秋田県選出国会議員
冨樫博之　衆議院議員

秋田県選出国会議員
御法川信英　衆議院議員
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令
和
７
年
１
月
16
日
か
ら
17
日
に
か
け
て
青
森
・
秋
田
両
県
選
出
国
会
議
員
・
国
土
交

通
省
へ
、
世
紀
越
え
ト
ン
ネ
ル
早
期
着
工
に
向
け
要
望
活
動
を
行
っ
て
来
ま
し
た
。
滝
沢

参
議
院
議
員
を
は
じ
め
、
国
会
議
員
の
皆
様
に
は
、
多
忙
の
と
こ
ろ
時
間
を
作
っ
て
い
た

だ
き
、
今
後
の
活
動
へ
貴
重
な
ご
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。

　

翌
日
の
国
土
交
通
省
へ
の
要
望
活
動
で
は
、
審
議
官
・
技
監
の
お
二
人
か
ら
今
ま
で
に

な
い
力
強
い
お
言
葉
を
頂
き
、
着
実
に
前
進
し
て
い
る
も
の
と
確
認
し
ま
し
た
。
青
森
県
、

秋
田
県
が
と
も
に
協
力
し
バ
イ
パ
ス
ル
ー
ト
建
設
実
現
に
向
け
邁
進
し
て
い
き
ま
す
。

（
澤
口　

勝
）

　

青
森
県
選
出
議
員
・
秋
田
県
選
出
議
員
・
国
土
交
通
省
と

の
懇
談
会
を
通
じ
、
青
森
県
及
び
秋
田
県
が
抱
え
る
様
々
な

課
題
を
共
有
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

令和７年１月16日　青森県選出議員等との懇談会

国土交通省　橋本雅道　審議官

国土交通省　廣瀬昌由　技監

滝沢 求　参議院議員

神田潤一　衆議院議員

世
紀
越
え
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ネ
ル
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活
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議案
番号

議案等の採決結果
　件名と主な内容
　賛成・・・〇　　反対・・・×
　欠席・・・欠　　退席・・・退
　議長は採決に加わらないため・・・－

議席
番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

議決
結果

尾
形
　
憲
男

椛
本
　
義
見

宮
村
　
尚
哉

欠
端
　
則
夫

山
崎
　
美
代
志

山
﨑
　
一
義

菊
地
　
健
二

中
平
　
美
賀
子

澤
口
　
勝

令和７年田子町議会第１回臨時会
議　案
第１号

○令和６年度田子町一般会計補正予算（第８号）について・・・
物価高騰対応に係る予算を補正

原案
可決 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ －

令和７年田子町議会第１回定例会
報　告
第１号

○専決処分した事件の報告について・・・転倒事故に係る示談契約
及び損害賠償について

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第２号 ○令和７年度田子町一般会計予算について 原案

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第３号 ○令和７年度田子町国民健康保険事業勘定特別会計予算について 原案

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第４号 ○令和７年度田子町後期高齢者医療特別会計予算について 原案

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第５号 ○令和７年度田子町介護保険事業勘定特別会計予算について 原案

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第６号

○令和７年度田子町国民健康保険町立田子診療所及び介護老人保健
施設事業特別会計予算について

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第７号 ○令和７年度田子町水道事業特別会計予算について 原案

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第８号

○議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正に
ついて・・・青森県人事委員会勧告に準拠し、支給割合を改める

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第９号

○田子町特別職の職員の給料等に関する条例の一部改正について・・・
青森県人事委員会勧告に準拠し、支給割合を改める

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第10号

○職員の給与に関する条例の一部改正について・・・青森県人事委
員会勧告に準拠し、支給割合を改める

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第11号

○職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正について・・・
人事院が行った「公務員人事管理に関する報告」に基づき、関係条
項を改正するもの

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第12号

○田子町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条
例の一部改正について・・・児童福祉施設・家庭的保育事業等の基
準の一部を改正する法律に基づく改正

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第13号

○田子町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関す
る基準を定める条例の一部改正・・・電磁的方法による対応が可能
となるため、関係条項を改正するもの

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

　
定
例
会

　

令
和
７
年
第
１
回
定
例
会
が
３
月
７

日
か
ら
３
月
14
日
ま
で
の
８
日
間
の
会

期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
月
７
日
に
は
諸
般
の
報
告
、
議
案

の
上
程
・
説
明
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
月
10
日
の
一
般
質
問
に
は
３
名
の

議
員
が
登
壇
し
多
岐
に
わ
た
り
活
発
な

議
論
が
か
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
月
11
日
の
施
政
方
針
に
対
す
る
質

問
は
１
名
の
議
員
が
登
壇
し
ま
し
た
。

　

３
月
11
日
に
は
議
案
の
審
議
、
議
案

の
付
託
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
月
12
日
、
予
算
特
別
委
員
会
が
設

置
さ
れ
、
令
和
７
年
度
一
般
会
計
と
特

別
会
計
予
算
に
つ
い
て
認
定
す
べ
き
も

の
と
決
し
ま
し
た
。

　

３
月
14
日
に
は
、
議
案
の
審
議
、
人

権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
、
議
員

派
遣
の
件
、
各
常
任
委
員
会
に
係
る
所

管
事
務
調
査
の
承
認
、
令
和
７
年
度
の

議
会
議
員
旅
行
命
令
を
議
長
に
一
任
の

承
認
の
ほ
か
、
追
加
議
案
５
件
の
審
議

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　 

臨
時
会

　

 

令
和
７
年
第
１
回
臨
時
会
が
１
月
14

日
に
開
催
さ
れ
、
議
案
１
件
の
上
程
・

説
明
・
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

令
和
７
年
田
子
町
議
会
定
例
会

臨
時
会
あ
ら
ま
し

世
紀
越
え
ト
ン
ネ
ル
協
議
会
活
動

定
例
会
／
審
議
結
果

一
般
質
問
／
施
政
方
針
へ
の
質
問

議
員
活
動
出
席
状
況

予
算
特
別
委
員
会

議
員
活
動

P2〜 P3

P4〜 P5
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議案
番号

議案等の採決結果
　件名と主な内容
　賛成・・・〇　　反対・・・×
　欠席・・・欠　　退席・・・退
　議長は採決に加わらないため・・・－

議席
番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

議決
結果

尾
形
　
憲
男

椛
本
　
義
見

宮
村
　
尚
哉

欠
端
　
則
夫

山
崎
　
美
代
志

山
﨑
　
一
義

菊
地
　
健
二

中
平
　
美
賀
子

澤
口
　
勝

議　案
第14号

○刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関す
る条例の制定について・・・刑法に係る法律の一部改正にともない
関係条例を改正するもの

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第15号

○情報通信技術の活用による行政手続等に係る関係者の利便性の向
上並びに行政運営の簡素化及び効率化を図るためのデジタル社会形
成基本法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関
する条例の制定について・・・法律を引用する関係条例による、条
項のずれを修正するもの

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第16号

○国家公務員等の旅費に関する法律の一部を改正する法律の施行に
伴う関係条例の整理に関する条例の制定について・・・令和7年4月
1日より施工される法律により、関係条項の文言を修正するもの

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第17号

○町道路線の認定について・・・道路法第８条第２項の規定により、
認定するもの

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第18号

○町道路線の変更について・・・道路法第１０条第３項の規定によ
り、町道路線の認定の変更をするもの

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第19号

○田子町副町長の選任について・・・地方自治法第１６２条の規定
に基づき、議会の同意を得るもの

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第20号

○田子町教育長の任命について・・・地方教育行政の組織及び運営
に関する法律第４条第１項の規定に基づき、議会の同意を得るもの

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第21号

○令和６年度田子町一般会計補正予算（第９号）について・・・繰越
明許費の追加、地方債の変更、各種事務事業の確定見込み及び精算
にかかる補正

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第22号

○令和６年度田子町国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第４
号）について・・・保険給付費等交付金による、歳入歳出の補正

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第23号

○令和６年度田子町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）につ
いて・・・歳入・歳出の減額補正

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第24号

○令和６年度田子町介護保険事業勘定特別会計補正予算（第３号）
について・・・保険給付費等の確定見込みに伴う減額の補正

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第25号

○令和６年度田子町国民健康保険町立田子診療所及び介護老人保健
施設事業特別会計補正予算（第４号） について・・・歳入歳出の減
額補正

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第26号

○令和６年度田子町水道事業特別会計補正予算（第２号）につい
て・・・歳入歳出の減額補正

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第27号

○田子町にんにく専用高温処理施設に係る指定管理者の指定につい
て・・・地方自治法第２４４条の２第６項の規定に基づき、議会の
承認を得るもの

原案
可決 ○ 欠 ○ 欠 ○ ○ ○ ○ －

議　案
第28号

○田子町にんにく専用ＣＡ冷蔵庫に係る指定管理者の指定につい
て・・・地方自治法第２４４条の２第６項の規定に基づき、議会の
承認を得るもの

原案
可決 ○ 欠 ○ 欠 ○ ○ ○ ○ －

議　案
第29号

○令和７年度田子町一般会計補正予算 ( 第１号 ) について・・・田
子町にんにく専用ＣＡ冷蔵庫の指定管理に係る予算を補正するもの

原案
可決 ○ 欠 ○ 欠 ○ ○ ○ ○ －

議　案
第30号

○令和６年度田子町一般会計補正予算 ( 第10号 ) について・・・人
件費に係る補正

原案
可決 ○ 欠 ○ 欠 ○ ○ ○ ○ －

議　案
第31号

○令和６年度田子町国民健康保険町立田子診療所及び介護老人保健
施設事業特別会計補正予算 ( 第５号 ) について・・・診療所の人件
費に係る補正

原案
可決 ○ 欠 ○ 欠 ○ ○ ○ ○ －

世
紀
越
え
ト
ン
ネ
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議
会
活
動

定
例
会
／
審
議
結
果

一
般
質
問
／
施
政
方
針
へ
の
質
問

議
員
活
動
出
席
状
況

予
算
特
別
委
員
会

議
員
活
動

P2〜 P3

P4〜 P5

P6〜 P10

P11

P12〜 P13

P14〜 P15



6

一 般 質 問

３月定例会では３月１０日に一般質問が行われ、

３人の議員が町政について質問をしました。
内容は、質問した議員が要約し広報委員会が調整したものです。
ＴＣＶでは録画放送を行っていますので、ぜひご覧ください。

○欠端議員・・・Ｐ７
・除雪について
・給食費の無償化について

○山﨑（一）議員・・・Ｐ９
・環境整備について
・防災について
・検診について

○尾形議員・・・Ｐ８
・庁内人材確保と業務の見直しの必要性

について
・林業の現状と林業について
・コロナ渦による中止、変更があった事

業について
・物価高騰対策について

一般質問って
？
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議
会
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動
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例
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／
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結
果
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／
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へ
の
質
問

議
員
活
動
出
席
状
況

予
算
特
別
委
員
会

議
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活
動
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融
雪
剤
の
散
布
に
つ
い
て
は
、
幹

線
道
路
は
業
者
委
託
に
よ
り
散
布

車
で
の
散
布
を
し
て
お
り
、
路
線
数
は

18
路
線
で
早
朝
４
時
か
ら
７
時
頃
を
目

安
に
行
っ
て
い
る
。
そ
の
他
の
道
路
に

つ
い
て
は
、
地
域
住
民
の
ご
協
力
に
よ

り
手
撒
散
布
に
よ
り
行
っ
て
お
り
、
坂

道
や
交
差
点
等
11
箇
所
を
お
願
い
し
て

い
る
。

　

何
れ
の
箇
所
も
町
か
ら
の
指
示
に
よ

り
行
っ
て
い
る
が
、
散
布
の
希
望
が
有

る
場
合
は
建
設
課
ま
で
問
い
合
わ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
。

地
元
食
材
の
使
用
は
ど
う
考
え
て

い
る
か
。

米
に
つ
い
て
は
「
は
れ
わ
た
り
」

を
使
い
１
０
０
％
、
全
体
で
は

17
・
７
％
を
使
用
し
て
い
る
。

価
格
高
騰
な
ど
で
予
算
を
超
え
た

場
合
、
越
え
た
分
は
ど
う
な
る
の

か
。

町
よ
り
の
負
担
と
な
る
。

除
雪
後
の
轍
な
ど
は
町
の
指
示
で

後
処
理
す
る
の
か
。

町
の
道
路
除
雪
に
つ
い
て
は
、
町

直
営
と
業
者
委
託
に
よ
る
機
械
除

雪
及
び
個
人
委
託
に
よ
る
ト
ラ
ク
タ
ー

除
雪
に
よ
り
、
概
ね
10
㎝
以
上
の
降
雪

が
あ
る
場
合
や
路
面
状
況
に
よ
り
出
動

す
る
事
に
し
て
お
り
、
未
明
か
ら
午
前

７
時
ま
で
に
作
業
を
終
了
す
る
事
に
し

て
い
る
。
日
中
の
降
雪
や
風
等
に
よ
り

轍
や
吹
き
溜
ま
り
が
発
生
し
た
場
合

は
、
住
民
か
ら
の
通
報
や
職
員
の
パ
ト

ロ
ー
ル
に
よ
り
状
況
を
把
握
し
、
委
託

業
者
へ
の
出
動
要
請
と
町
直
営
に
よ
り

対
応
し
て
い
る
。

融
雪
剤
の
散
布
箇
所
は
町
の
指
示

で
地
点
を
決
め
て
い
る
の
か
。

国
や
県
で
給
食
費
の
無
償
化
と
言

っ
て
い
る
が
ど
こ
ま
で
が
予
算
化

さ
れ
て
い
る
の
か
。

国
で
は
子
供
未
来
戦
略
方
針
に
基

づ
く
検
討
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。

文
部
科
学
省
に
お
い
て
整
理
や
調
査
を

行
っ
て
い
る
が
、
具
体
的
方
策
は
示
さ

れ
て
い
な
い
。

　

青
森
県
の
学
校
給
食
費
無
償
化
に
係

る
動
向
は
、
小
中
学
校
に
在
籍
す
る
児

童
生
徒
の
保
護
者
負
担
分
を
無
償
化
す

る
た
め
「
学
校
給
食
費
無
償
化
等
子
育

て
支
援
市
町
村
交
付
金
」
を
実
施
し
て

い
る
。

　

当
町
も
、
昨
年
10
月
よ
り
こ
の
交
付

金
を
活
用
し
、
１
食
あ
た
り
小
学
生
で

２
８
０
円
、
中
学
生
で
３
１
０
円
の
保

護
者
負
担
を
す
べ
て
無
償
化
し
て
い
る
。

教
員
も
児
童
の
見
守
り
と
い
う
仕

事
で
同
じ
給
食
を
食
べ
て
い
る
。

こ
れ
は
仕
事
な
の
だ
か
ら
無
償
化
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

そ
の
考
え
は
な
い
。

欠端 則夫 議員

QQ

QQ

QQ

Ａ

Ａ

ＡＡ

ＡＡ

除
雪
に
つ
い
て

給
食
費
の
無
償
化
に
つ
い
て

町
道
の
除
雪
と
給
食
費
の

無
償
化
に
つ
い
て

学
校
給
食
無
償
化
を
実
施

町道の除排雪を実施

世
紀
越
え
ト
ン
ネ
ル
協
議
会
活
動

定
例
会
／
審
議
結
果

一
般
質
問
／
施
政
方
針
へ
の
質
問

議
員
活
動
出
席
状
況

予
算
特
別
委
員
会

議
員
活
動
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伐
採
に
あ
た
っ
て
の
手
順
は
。

伐
採
に
は
、
事
前
に
「
伐
採
及
び

造
林
の
届
出
書
」
を
町
に
提
出
し
、

適
合
通
知
書
等
が
発
出
さ
れ
た
後
に
伐

採
を
開
始
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
伐
採

後
、
30
日
以
内
に
「
伐
採
に
係
る
状
況

報
告
書
」
を
提
出
し
、
造
林
終
了
後
に

も
報
告
書
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
る
。

物
価
高
騰
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

と
ら
え
て
い
る
か
。

町
民
の
生
活
や
事
業
経
営
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
考
え

て
い
る
。

米
価
に
つ
い
て
は
。

米
価
は
昨
年
と
比
べ
２
倍
近
く
ま

で
上
昇
し
て
い
る
。
政
府
は
、
備

蓄
米
21
万
ト
ン
の
放
出
を
決
定
し
、
価

格
安
定
化
に
向
け
た
期
待
が
高
ま
っ
て

い
る
。国

及
び
町
の
物
価
高
騰
対
策
は
。

国
の
交
付
金
を
活
用
し
、
商
品
券

や
燃
油
券
の
配
布
、
非
課
税
世
帯

へ
の
給
付
な
ど
を
実
施
。
今
後
も
国
県

の
交
付
金
を
活
用
し
、
必
要
な
支
援
を

速
や
か
に
行
う
。

職
員
の
中
途
退
職
者
が
あ
り
、
一

部
業
務
の
負
担
、
し
わ
寄
せ
が
掛

か
っ
て
い
な
い
か
。

退
職
者
は
令
和
５
年
度
２
名
、
令

和
６
年
度
２
名
で
、
若
干
の
負
荷

が
あ
る
が
、
業
務
分
担
調
整
や
会
計
年

度
任
用
職
員
の
活
用
で
対
応
し
て
い
る
。

職
員
の
採
用
の
現
状
と
今
後
の
人

材
確
保
の
予
定
は
。

令
和
６
年
度
の
採
用
計
画
で
は
、

上
級
行
政
職
や
初
級
行
政
職
を
募

集
し
た
が
、
希
望
人
数
に
達
し
て
い
な

い
。
今
後
は
募
集
地
域
を
拡
大
し
、
採

用
活
動
を
強
化
す
る
方
針
。
行
政
需
要

や
社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
、
業
務

の
見
直
し
を
進
め
、
適
正
な
行
政
運
営

を
図
っ
て
い
く
。

伐
採
の
過
去
５
年
の
現
状
は
。

過
去
５
年
間
で
３
７
４
件
、
４
０

４
・
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
伐
採
が
行

わ
れ
た
。

町
内
森
林
の
今
後
の
計
画
は
。

私
有
林
は
三
八
地
方
森
林
組
合
と

「
も
の
づ
く
り
協
定
」
を
締
結
し
、

町
有
林
は
「
森
林
経
営
計
画
に
基
づ
き

整
備
を
進
め
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て
中
止
、
変

更
が
あ
っ
た
事
業
は
。

コ
ロ
ナ
渦
で
中
止
し
た
事
業
は
、

消
防
観
閲
式
、
出
初
め
式
、
姉
妹

都
市
訪
問
、
に
ん
に
く
収
穫
祭
な
ど
。

変
更
さ
れ
た
事
業
に
は
、
中
学
生
海
外

派
遣
、
敬
老
会
、
文
化
祭
な
ど
が
あ
る
。

そ
の
事
業
評
価
は
。

コ
ロ
ナ
渦
で
全
て
の
事
業
を
中
止

す
る
こ
と
な
く
、
規
模
縮
小
や
内

容
の
変
更
で
代
替
案
を
実
施
し
、
一
定

の
成
果
を
上
げ
た
と
評
価
し
て
い
る
。

尾形 憲男 議員

QQ

Q

QQQ Q

QQQ

ＡＡ

Ａ

ＡＡＡ Ａ

ＡＡＡ

庁
内
の
人
材
確
保
と
業
務
の

見
直
し
の
必
要
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つ
い
て
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ロ
ナ
渦
に
よ
る
中
止
、
変
更

が
あ
っ
た
事
業
に
つ
い
て

森
林
の
現
状
と
林
業
に
つ
い
て

物
価
高
騰
対
策
に
つ
い
て

町
政
の
今
後
と

地
域
産
業
の
活
性
化森林経営計画に基づき整備

必要な支援を
速やかに行う
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で
は
出
来
な
い
部
分
を
協
働
で
行
う
た

め
に
機
械
の
導
入
が
必
要
な
た
め
、
実

施
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
考
え
を
伺
う
。

集
落
の
皆
さ
ん
が
高
齢
化
し
て
お

り
、
力
が
減
退
し
て
き
て
い
る
事

を
実
感
し
、
安
全
を
確
保
す
る
も
の
、

環
境
を
整
備
す
る
も
の
な
ど
、
方
向
性

を
考
え
て
ど
の
よ
う
に
導
入
（
購
入
）

す
る
か
し
っ
か
り
内
部
で
検
討
し
、
地

域
の
要
請
・
要
望
に
も
お
応
え
す
る
よ

う
に
、
整
備
し
て
参
り
た
い
。

青
森
県
一
斉
訓
練
の
連
携
確
認
に

参
加
し
た
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

大
地
震
を
想
定
し
た
訓
練
に
参
加

し
、
情
報
伝
達
訓
練
や
緊
急
告
知

放
送
で
の
訓
練
、
そ
し
て
、
自
ら
の
身

を
守
る
「
安
全
確
保
行
動
」
を
実
施
し

た
も
の
で
、
今
後
は
防
災
訓
練
等
に
役

立
て
て
い
く
。

防
災
マ
ッ
プ
は
町
民
に
ど
の
よ
う

る
。
町
の
防
災
士
養
成
の
考
え
を
伺
う
。

町
も
防
災
士
養
成
に
努
め
て
い
る

が
、
今
後
、
先
進
自
治
体
か
ら
養

成
の
進
め
方
等
を
確
認
し
、
災
害
に
強

い
地
域
づ
く
り
を
行
う
た
め
、
防
災
士

を
増
や
し
て
参
り
た
い
。

青
森
県
は
、
調
整
死
亡
率
は
最
下

位
、
部
位
別
で
も
８
項
目
で
最
下

位
と
な
っ
て
い
る
。
田
子
町
の
調
整
死

亡
率
や
部
位
別
順
位
な
ど
の
内
容
、
検

診
状
況
、
今
後
の
課
題
と
対
策
に
つ
い

て
伺
う
。

県
に
よ
る
と
調
整
死
亡
率
と
部
位

別
順
位
の
市
町
村
デ
ー
タ
は
無
い

と
の
回
答
だ
っ
た
。
町
で
は
、
特
定
健

診
と
が
ん
検
診
を
実
施
し
て
い
る
。
令

和
４
年
度
の
が
ん
検
診
受
診
率
の
県
内

順
位
は
、
胃
が
ん
33
位
、
大
腸
が
ん
28

位
、
肺
が
ん
９
位
、
乳
が
ん
と
子
宮
頸

が
ん
が
30
位
と
な
っ
て
い
る
。
課
題
と

対
策
に
つ
い
て
は
、
検
診
受
診
は
概
ね

県
平
均
を
上
回
っ
て
い
る
が
、
ま
だ
低

い
状
況
の
た
め
、
受
診
率
向
上
と
が
ん

リ
ス
ク
の
低
減
に
む
け
た
生
活
習
慣
の

改
善
が
必
要
と
考
え
る
。
ま
た
、
受
診

す
る
町
民
が
増
え
る
よ
う
、
周
知
方
法

を
工
夫
し
、
取
り
組
ん
で
い
く
。

町
道
等
の
側
溝
清
掃
や
草
刈
り
や

枝
の
伐
採
に
つ
い
て
、要
望
に
対
し

ど
の
よ
う
に
実
施
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

要
望
を
受
け
た
際
は
、
現
地
確
認

し
町
有
地
は
町
で
対
応
し
、民
有
地

は
所
有
者
に
対
応
を
お
願
い
し
て
い
る
。

町
や
所
有
者
で
出
来
な
い
と
こ
ろ
は
建

設
業
者
へ
委
託
し
対
応
し
て
い
る
。

維
持
作
業
を
進
め
て
い
く
上
で
、

機
械
の
導
入
が
必
要
と
思
う
が
考

え
を
伺
う
。

各
集
落
の
担
い
手
不
足
も
あ
り
、
機

械
の
需
要
も
高
ま
る
も
の
と
考
え
ら

れ
、
運
転
技
能
員
の
確
保
と
機
械
導
入
に

つ
い
て
、
計
画
的
に
検
討
し
て
い
く
。

田
子
町
ま
ち
づ
く
り
条
例
に
あ

る
、
町
民
・
町
の
協
働
に
よ
る
地

域
の
運
営
が
行
わ
れ
る
基
本
と
し
、
町

だ
け
で
は
出
来
な
い
部
分
、
町
民
だ
け

に
利
用
さ
れ
活
か
さ
れ
て
い
る
の
か
伺

う
。

令
和
３
年
に
全
戸
配
布
し
た
防
災

マ
ッ
プ
は
、
防
災
情
報
、
警
戒
区

域
、
避
難
所
、
消
防
設
備
の
位
置
、
町

が
発
令
す
る
避
難
情
報
の
解
説
等
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
た
め
、
家
庭
の
目
立
つ

場
所
に
置
い
て
活
用
い
た
だ
い
て
い

る
。
ま
た
、
各
自
主
防
災
会
の
訓
練
実

施
、
自
治
会
連
合
会
の
研
修
時
に
も
活

用
さ
れ
て
い
る
。

町
の
防
災
備
蓄
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

防
災
資
機
材
と
し
て
は
、
発
電
機
、

毛
布
、
土
嚢
袋
等
、
食
料
品
と
し

て
、
飲
料
水
、
ア
ル
フ
ァ
米
、
パ
ン
等
、

日
用
品
と
し
て
、
ゴ
ム
手
袋
、
消
毒
液
、

紙
お
む
つ
、
汚
物
処
理
キ
ッ
ド
な
ど
を

中
央
公
民
館
他
３
施
設
と
除
雪
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
備
蓄
保
管
し
て
い
る
。
今
後

は
、
防
災
訓
練
や
広
報
活
動
を
継
続
実

施
す
る
と
と
も
に
、
町
の
備
蓄
品
の
点

検
を
行
い
、
住
民
の
方
に
は
３
日
分
の

備
蓄
に
対
す
る
啓
蒙
を
強
化
し
、
災
害

へ
の
備
え
に
努
め
る
。

あ
る
自
治
体
で
は
災
害
へ
の
備
え
と

対
策
の
知
識
や
技
能
を
持
ち
、
防
災

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
す
る
防
災
士
を
町

で
費
用
負
担
し
養
成
に
取
り
組
ん
で
い

山﨑 一義 議員

QQQ

QQ

QQ

Q

ＡＡ

ＡＡ

ＡＡ

ＡＡ

環
境
整
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て

防
災
に
つ
い
て

検
診
に
つ
い
て

安
心
・
安
全
で
健
康
な

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

世
紀
越
え
ト
ン
ネ
ル
協
議
会
活
動

定
例
会
／
審
議
結
果

一
般
質
問
／
施
政
方
針
へ
の
質
問

議
員
活
動
出
席
状
況

予
算
特
別
委
員
会

議
員
活
動

P2〜 P3

P4〜 P5

P6〜 P10

P11

P12〜 P13

P14〜 P15
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農
業
分
野
で
は
、
野
生
鳥
獣
被
害

の
中
で
、
緩
衝
帯
整
備
は
ど
の
よ

う
に
実
施
す
る
の
か
に
つ
い
て
伺
う
。

緩
衝
帯
と
は
、
里
山
と
山
の
間
に

見
通
し
の
良
い
場
所
を
作
る
こ
と

に
よ
り
、
野
生
鳥
獣
の
侵
入
を
防
ぐ
効

果
が
あ
る
た
め
、
実
証
の
た
め
被
害
の

多
い
２
地
区
を
選
定
し
、
実
施
場
や
作

業
方
法
を
検
討
し
て
い
く
。

林
業
分
野
で
は
、
森
林
路
網
の
整

備
等
の
昨
年
度
の
実
施
内
容
と
７

年
度
の
実
施
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

令
和
６
年
度
は
、
林
道
の
仮
払
い

を
田
子
町
林
業
再
生
協
議
会
と
２

つ
の
自
治
会
へ
委
託
し
、
12
路
線
総
延

長
２
万
６
千
ｍ
を
実
施
し
た
。
令
和
７

年
度
は
、
林
道
の
刈
り
払
い
を
田
子
町

林
業
再
生
協
議
会
と
８
つ
の
自
治
会
へ

ら
れ
る
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。

社
会
教
育
の
中
で
、
①
文
化
協
会
の

協
会
数
や
会
員
数
が
減
少
す
る
中

で
、
今
後
、
育
成
や
充
実
を
ど
の
よ
う
に

図
っ
て
い
く
の
か
。
②
田
子
神
楽
の
後
継

者
の
確
保
・
育
成
や
保
存
・
伝
承
は
ど

の
よ
う
に
し
て
い
く
考
え
か
２
点
伺
う
。

①
文
化
協
会
の
今
後
の
育
成
や
充

実
に
つ
い
て
は
、
協
会
と
十
分
協

議
し
、
文
化
祭
な
ど
で
展
示
で
の
勧
誘

や
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
よ
る
活
動
内

容
の
紹
介
に
て
、
会
員
の
獲
得
に
取
り

組
み
、
会
員
の
増
加
や
育
成
し
て
い
く

た
め
の
協
力
を
し
て
い
く
。
②
田
子
神

楽
の
後
継
者
確
保
・
育
成
は
、
田
子
神

楽
保
存
会
へ
協
力
し
、
養
成
講
座
を
開

講
し
後
継
者
を
育
て
る
。
保
存
会
の
方

か
ら
も
Ｕ
タ
ー
ン
し
た
神
楽
後
継
者
の

勧
誘
や
小
・
中
学
生
の
保
護
者
へ
勧
誘

活
動
を
行
い
、
部
員
確
保
に
努
め
て
い

た
だ
く
。
保
存
・
伝
承
に
つ
い
て
は
、

演
目
の
継
承
や
県
内
外
で
の
普
及
活
動

を
通
じ
て
知
名
度
の
向
上
を
図
る
。
そ

の
た
め
に
、
支
援
活
動
へ
の
補
助
を
今

後
も
実
施
し
、
保
存
・
伝
承
さ
れ
る
よ

う
努
め
て
も
ら
う
。

委
託
し
、
13
路
線
総
延
長
約
４
万
９
千

ｍ
を
実
施
す
る
計
画
を
し
て
い
る
。

各
種
住
民
活
動
を
「
地
域
学
」
と

し
て
実
施
し
て
い
く
と
あ
る
が
、

①
「
地
域
学
」
と
は
何
か
。
②
実
施
方

法
に
つ
い
て
③
ど
の
よ
う
な
効
果
が
期

待
さ
れ
る
の
か
、
３
点
伺
う
。

①
地
域
の
歴
史
や
文
化
、
生
活
や

活
動
に
つ
い
て
学
ぶ
。
経
済
活
動
、

伝
統
文
化
、
特
産
品
や
郷
土
料
理
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
が
町
の
魅
力
で
あ
り

財
産
で
あ
る
。こ
れ
ら「
町
の
財
産
」を

将
来
に
伝
え
、
継
承
し
て
い
く
人
材
の

取
り
組
み
を
「
地
域
学
」
と
し
て
い
る
。

②
実
施
方
法
は
、「
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
町
民
会
議
」
が
中
心
と
な
り
、
中
学

生
を
対
象
に
、
意
見
交
換
や
交
流
な
ど

を
考
え
、
詳
細
に
つ
い
て
中
学
校
と
協

議
を
進
め
検
討
し
て
い
る
。

③
中
学
生
の
う
ち
か
ら
地
域
活
動
を
す

る
大
人
と
交
流
す
る
貴
重
な
機
会
を
得

て
、「
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
考
え
行

動
で
き
る
。「
田
子
町
」を
学
ぶ
こ
と
で
、

将
来
「
地
元
に
残
る
」「
ま
た
町
に
帰
っ

て
き
た
い
」
と
い
う
意
識
の
醸
成
が
図

山﨑 一義 議員

QQ

Q

Q

ＡＡ

Ａ

Ａ

各
産
業
の
活
性
化
に
つ
い
て

子
育
て
・
教
育
に
つ
い
て

町
政
運
営
に
ス
ピ
ー
ド
感

を
持
ち
取
り
組
む
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
・
　

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

施政方針に対する質問について施政方針に対する質問について
施政方針とは、町長 が町政の基本方針や施政方針とは、町長 が町政の基本方針や

政策について明らかにするものです。政策について明らかにするものです。

世
紀
越
え
ト
ン
ネ
ル
協
議
会
活
動

定
例
会
／
審
議
結
果

一
般
質
問
／
施
政
方
針
へ
の
質
問

議
員
活
動
出
席
状
況

予
算
特
別
委
員
会

議
員
活
動

P2〜 P3

P4〜 P5

P6〜 P10

P11

P12〜 P13

P14〜 P15
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地方議会議員の活動は、単に本会議（定例会・臨時会等）などの会
議に出席し、議案の審議などを行うだけでなく、当該地方公共団体
の事務に関し調査研究するための研修会等の活動や、住民代表とし
て住民意思を把握するための活動等、広域的かつ多岐にわたります。

会議等の名称 派遣場所 派遣期間 派遣議員

世紀越えトンネル建設加速化市町議会協議会要望活動 秋田県 12月24日
澤口・尾形

山﨑（一）・菊地

第３１回連携中枢都市圏の形成に関する講演会 階上町 １月15日
澤口・尾形
菊地・中平

世紀越えトンネル建設加速化市町議会協議会要望活動 東京都 １月16日、17日
澤口・尾形・欠端
山﨑（一）・菊地

二戸市・三戸町・田子町議会議員協議会調査研究活動 三戸町 1月28日

尾形・椛本・宮村
欠端・山崎（美）
山﨑（一）・菊地

中平

議員活動出席状況

議会を傍聴しませんか！！

３月定例会後の主な議員活動と予定
※追加、変更がある場合があります。

○６月 ○７月

　田子町では３月に第１回定例会、６月に第２回定例会、９月に第３回定例会、
１２月に第４回定例会が行われ、随時、臨時会が開かれます。定例会は一般質問
を含め会期中は、基本的に傍聴することができます。
　※開会は前月末に行われる場合があります。
　※ＴＣＶでは編集して放送しています。
　※会期日程については田子町役場ホームページをご覧下さい。

・第２回定例会
・委員会視察（多古町）
・県議長会臨時総会

・県下町村議会議員研修会（青森市）
・決算審査
・八戸圏域議員研修会

世
紀
越
え
ト
ン
ネ
ル
協
議
会
活
動

定
例
会
／
審
議
結
果

一
般
質
問
／
施
政
方
針
へ
の
質
問

議
員
活
動
出
席
状
況

予
算
特
別
委
員
会

議
員
活
動

P2〜 P3

P4〜 P5

P6〜 P10

P11

P12〜 P13

P14〜 P15
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限られた 予算の中で、これからを見据えた
 町政運営を期待し令和７年度予算を可決！！

一般会計　歳出

総額：４８億円（前年比 /97.3％）

主な歳出（抜粋）

　　総務費	 ９７７，４５１千円

　　民生費	 １，０７１，１４４千円

　　衛生費	 ５３４，１４５千円

　　土木費	 ４３３，９３７千円

介護保険事業
歳入：９億１１３０万円
歳出：９億１１３０万円

後期高齢者医療
歳入：８５９０万円
歳出：８５９０万円

診療所及び老健施設
歳入：４億５２３０万円
歳出：４億５２３０万円

総務費
9億7745万円

民生費
10億7114万円

衛生費
5億3414万円

農林水産業費
3億9826万円

商工費
1億8739万円

土木費
3億2391万円

消防費
2億7923万円

教育費
4億3393万円

公債費
5億5581万円

その他
1億368万円

標
準
宅
地
不
動
産
鑑
定
委
託
料
が
令

和
６
年
度
に
比
べ
、
約
４
０
０
万
円

増
額
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
は
？

土
地
家
屋
に
つ
い
て
は
３
年
に
一
度

評
価
替
え
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、
令
和
６
年
度
に
行
わ
れ
た
。
次
回
は

令
和
９
年
度
に
な
る
が
、
令
和
７
年
度
は

そ
の
準
備
の
た
め
鑑
定
を
行
う
年
と
な
り
、

62
地
点
を
鑑
定
す
る
た
め
増
額
と
な
る
。

に
ん
に
く
総
合
振
興
費
に
お
い
て
、

令
和
６
年
度
に
修
繕
工
事
を
行
っ
た

Ｃ
Ａ
冷
蔵
所
の
エ
ア
コ
ン
の
保
守
点
検
業

務
委
託
料
は
、
ど
の
部
分
に
計
上
さ
れ
て

い
る
の
か
。

Ｃ
Ａ
冷
蔵
庫
に
つ
い
て
は
令
和
６
年

度
に
大
規
模
修
繕
を
行
っ
た
が
、
現

在
指
定
管
理
者
と
し
て
八
戸
農
協
が
管
理

し
て
お
り
、
定
期
的
な
修
繕
は
指
定
管
理

者
が
行
う
と
い
う
契
約
の
も
と
進
め
て
い

る
た
め
、
町
の
負
担
は
な
い
。

三
戸
地
区
環
境
整
備
事
務
組
合
に
お

い
て
最
終
処
分
場
の
予
定
地
を
選
定

す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
現
段
階
で
の
状
況

は
？

現
段
階
で
は
場
所
の
選
定
に
至
っ
て

お
ら
ず
、
三
戸
町
、
田
子
町
、
南
部

町
の
３
町
で
協
議
し
て
い
る
途
中
で
あ
る
。

三
町
食
べ
歩
き
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の

事
業
に
つ
い
て
、
実
績
と
今
後
の
見

込
み
は
？

こ
の
事
業
は
コ
ロ
ナ
禍
を
機
に
田
子

町
、
三
戸
町
、
南
部
町
の
３
町
で
取

り
組
ん
だ
も
の
で
、
飲
食
店
で
の
消
費
喚

起
に
向
け
今
年
度
新
た
に
デ
ジ
タ
ル
ス
タ

ン
プ
を
導
入
し
た
。
実
績
と
し
て
ク
ー
ポ

ン
の
利
用
が
１
１
８
７
件
、
そ
の
う
ち
デ

ジ
タ
ル
ク
ー
ポ
ン
が
50
件
で
、
数
字
的
に

は
か
な
り
少
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
令

和
７
年
度
は
田
子
町
が
担
当
町
と
な
り
、

ま
た
事
業
の
最
終
年
度
で
一
旦
の
区
切
り

と
な
る
。
飲
食
店
が
減
っ
て
い
る
中
だ
が
、

需
要
が
高
ま
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
る
。

主
な
質
疑
応
答

山
﨑
一
義
　
委
員

尾
形
憲
男
　
委
員

QQ Q ＡＡ

世
紀
越
え
ト
ン
ネ
ル
協
議
会
活
動

定
例
会
／
審
議
結
果

一
般
質
問
／
施
政
方
針
へ
の
質
問

議
員
活
動
出
席
状
況

予
算
特
別
委
員
会

議
員
活
動

P2〜 P3

P4〜 P5

P6〜 P10

P11
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令和７年度予算特別委員会 限られた 予算の中で、これからを見据えた
 町政運営を期待し令和７年度予算を可決！！

一般会計　歳入

総額：４８億円（前年比 /97.3％）

　自主財源	 ５７７，０３２千円

　依存財源	 ３，６７８，９００千円

　その他	 ６０９，０６８千円

令和７年度当初予算について、予算特別委員会を設置し３月１１日
から１４日までの日程で審査しました。委員長に菊地健二委員が、
副委員長に宮村尚哉委員が選出され、厳正な審査が行われました。

収益的収入及び支出
歳入：１億６０６８万円
歳出：１億６０２０万円

国民健康保険事業
歳入：７億６１７０万円
歳出：７億６１７０万円

資本的収入及び支出
歳入：　　７０５０万円
歳出：１億５１９０万円

企業会計（水道事業） 特別会計

地方交付税
24億4000万円

依存財源

地方譲与税
1億1994万円

町債
2億8460万円

その他
6億906万円

町税
4億6850万円

諸収入
9千906万円

自主財源
その他

国庫支出金
3億8875万円

県支出金
3億2036万円

地方消費税交付金
1億2524万円

分担金及び負担金
945万円

標
準
宅
地
不
動
産
鑑
定
委
託
料
が
令

和
６
年
度
に
比
べ
、
約
４
０
０
万
円

増
額
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
は
？

土
地
家
屋
に
つ
い
て
は
３
年
に
一
度

評
価
替
え
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、
令
和
６
年
度
に
行
わ
れ
た
。
次
回
は

令
和
９
年
度
に
な
る
が
、
令
和
７
年
度
は

そ
の
準
備
の
た
め
鑑
定
を
行
う
年
と
な
り
、

62
地
点
を
鑑
定
す
る
た
め
増
額
と
な
る
。

に
ん
に
く
総
合
振
興
費
に
お
い
て
、

令
和
６
年
度
に
修
繕
工
事
を
行
っ
た

Ｃ
Ａ
冷
蔵
所
の
エ
ア
コ
ン
の
保
守
点
検
業

務
委
託
料
は
、
ど
の
部
分
に
計
上
さ
れ
て

い
る
の
か
。

Ｃ
Ａ
冷
蔵
庫
に
つ
い
て
は
令
和
６
年

度
に
大
規
模
修
繕
を
行
っ
た
が
、
現

在
指
定
管
理
者
と
し
て
八
戸
農
協
が
管
理

し
て
お
り
、
定
期
的
な
修
繕
は
指
定
管
理

者
が
行
う
と
い
う
契
約
の
も
と
進
め
て
い

る
た
め
、
町
の
負
担
は
な
い
。

三
戸
地
区
環
境
整
備
事
務
組
合
に
お

い
て
最
終
処
分
場
の
予
定
地
を
選
定

す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
現
段
階
で
の
状
況

は
？

現
段
階
で
は
場
所
の
選
定
に
至
っ
て

お
ら
ず
、
三
戸
町
、
田
子
町
、
南
部

町
の
３
町
で
協
議
し
て
い
る
途
中
で
あ
る
。

三
町
食
べ
歩
き
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の

事
業
に
つ
い
て
、
実
績
と
今
後
の
見

込
み
は
？

こ
の
事
業
は
コ
ロ
ナ
禍
を
機
に
田
子

町
、
三
戸
町
、
南
部
町
の
３
町
で
取

り
組
ん
だ
も
の
で
、
飲
食
店
で
の
消
費
喚

起
に
向
け
今
年
度
新
た
に
デ
ジ
タ
ル
ス
タ

ン
プ
を
導
入
し
た
。
実
績
と
し
て
ク
ー
ポ

ン
の
利
用
が
１
１
８
７
件
、
そ
の
う
ち
デ

ジ
タ
ル
ク
ー
ポ
ン
が
50
件
で
、
数
字
的
に

は
か
な
り
少
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
令

和
７
年
度
は
田
子
町
が
担
当
町
と
な
り
、

ま
た
事
業
の
最
終
年
度
で
一
旦
の
区
切
り

と
な
る
。
飲
食
店
が
減
っ
て
い
る
中
だ
が
、

需
要
が
高
ま
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
る
。

Q ＡＡ
依存財源とは？

国や県に頼るお金の事
※主な依存財源
◯国庫・県支出金

町が行う事業に対して
国・県から補助される
お金

◯地方交付税
町の財政力に応じて国
から交付されるお金

世
紀
越
え
ト
ン
ネ
ル
協
議
会
活
動

定
例
会
／
審
議
結
果

一
般
質
問
／
施
政
方
針
へ
の
質
問

議
員
活
動
出
席
状
況

予
算
特
別
委
員
会

議
員
活
動

P2〜 P3

P4〜 P5

P6〜 P10

P11

P12〜 P13

P14〜 P15
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八戸圏域連携中枢都市圏（八戸都市圏スクラム８）市町村が連携し八戸圏域連携中枢都市圏（八戸都市圏スクラム８）市町村が連携し
生活機能等の充実を図り魅力あふれる地域作りを推進生活機能等の充実を図り魅力あふれる地域作りを推進

令
和
７
年
１
月
15
日　
連
携
中
枢
都
市
圏
の

形
成
に
関
す
る
講
演
会

八戸圏域は、平成21（2009）年９月に定住自立圏形成協定を締結し、平成29八戸圏域は、平成21（2009）年９月に定住自立圏形成協定を締結し、平成29
（2017）年３月には、連携中枢都市圏へと発展的に移行し、「地域の個性が輝（2017）年３月には、連携中枢都市圏へと発展的に移行し、「地域の個性が輝

き自立した八戸圏域」を目指すべき将来像として掲げ、「圏域全体の経済成き自立した八戸圏域」を目指すべき将来像として掲げ、「圏域全体の経済成
長のけん引」、「高次の都市機能の集積・強化」、「圏域全体の生活関連機能サ長のけん引」、「高次の都市機能の集積・強化」、「圏域全体の生活関連機能サ
ービスの向上」に関する取組を着実に進めてきました。ービスの向上」に関する取組を着実に進めてきました。
八戸市 ( 連携中枢都市 )、三戸町、五戸町、田子町、南部町、階上町、新郷八戸市 ( 連携中枢都市 )、三戸町、五戸町、田子町、南部町、階上町、新郷
村、おいらせ町村、おいらせ町

演題「連携中枢都市圏の形成について」

講演を通じて、消防団の役割強化が地域防災力の
向上に不可欠であると改めて認識しました。特に、
消防団員の確保や訓練の充実が求められており、
町としても支援策を積極的に検討すべきです。ま
た、他自治体の先進事例を学び、地域に合った防
災対策を講じることが重要だと感じました。住民
の防災意識向上や官民協力の強化も不可欠であり、
町議会として具体的な施策を議論し、持続可能な
地域防災体制の構築に努めていく必要があります。

（澤口　勝）

近年大規模な地震災害や異常気象による大雨災害
等が多発中で、国の体制、予算の確保等基本的な
方針をご教授頂き有意義な研修となりました。国
の能登半島地震における検証では、広域防災体制
の重要性と地域消防団等における初動対応能力の
向上が必要であるとの事でした。当町では、人口
減少や高齢化等による消防団員数の減少等地域防
災力の充実・強化が問われる中で、消防団員の処
遇改善や消防団へのイメージアップを図りつつ地
域防災力の強化を図りたいと思いました。

（菊地　健二）

震災など災害が発生する現状において消防防災業
務の重要性が再確認されており、国民の安全・安
心の確保のため総務省消防庁補正予算が組まれま
した。国の支援のほか、能登半島地震等を踏まえ
た消防団の更なる充実強化に取り組み、消防団員
の処遇改善を図る必要性を認識しました。また、
消防団員の報酬は個人へ市町村から直接支給され、
年額報酬にかかる経費は、普通交付税措置額を上
回る経費に対し特別交付税措置を講じる。

（尾形　憲男）

消防行政の現状と課題について学んできました。
消防団員数は減少傾向にあり、特に若年層が減少
し消防用車両、専門要員の確保に限界があり、組
織管理や財政運営の面でも厳しい状況です。人口
減少に歯止めがかからない地方にとっては更に大
きな課題となり、田子町においても近隣の市町村
との連携による広域化が必須となり、目先の団員
確保だけでなく仕組みそのものの根本的な見直し
に着手し、大規模災害や新たな感染症に備えた体
制の確保が求められます。

（中平　美賀子）

世
紀
越
え
ト
ン
ネ
ル
協
議
会
活
動

定
例
会
／
審
議
結
果

一
般
質
問
／
施
政
方
針
へ
の
質
問

議
員
活
動
出
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状
況

予
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別
委
員
会

議
員
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動
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令
和
７
年
１
月
28
日　
二
戸
市
、
三
戸
町
、

田
子
町
議
会
議
員
協
議
会
調
査
研
究
活
動

　
二
戸
市
、
三
戸
町
、
田
子
町
議
会
議
員
協
議
会
と
は
、
市
・
町
の

地
域
を
越
え
た
広
域
行
政
に
関
す
る
調
査
研
究
や
自
治
の
振
興
発
展

に
関
す
る
調
査
研
究
、
会
員
の
資
質
向
上
の
た
め
の
研
修
等
を
行
っ

て
い
ま
す
。

11匹のねこから始まるまちづくり！
（尾形　憲男）

ねこで、観光振興に変化と転機が！
（宮村　尚哉）

寄付額が４億！ 田子町もお手本に！
（山崎　美代志）

個性を活かした新たな地域戦略！
（椛本　義見）

一つの事にこだわった町づくり！
（欠端　則夫）

バスや窓ガラスを利用した町づくり！
（山﨑　一義）

交流人口拡大のため積極的推進！
（菊地　健二）

助成金でＰＲ活動し町の活性化へ！
（中平　美賀子）

演題「１１ぴきのねこのまちづくりと観光振興」

世
紀
越
え
ト
ン
ネ
ル
協
議
会
活
動

定
例
会
／
審
議
結
果

一
般
質
問
／
施
政
方
針
へ
の
質
問

議
員
活
動
出
席
状
況

予
算
特
別
委
員
会

議
員
活
動
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P4〜 P5
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一部事務組合とは
　複数の市町村等の地方公共団体がその事務の一部を共同処理することを目的として設
置された特別地方公共団体です。組合議会の議員は各市町村の議会議員や各市町村の長
が務めることとされ、組合ごとに定数が決まっています。

　南部町、三戸町、田子町で構成する一部事務組合であり、３町の『ごみ処理』『し尿処理』
『葬祭場』などを運営し、３町の町民の環境と生活を支えている。

　※田子町選出議会議員　尾形議員　椛本議員　宮村議員　欠端議員　山﨑（一）議員

　八戸市、三戸町、五戸町、田子町、南部町、階上町、
新郷村、おいらせ町をもって組織され、八戸地域市
町村圏計画に基づく事業、消防、介護保険、ゴミや
し尿の処理などに関する事務を共同で処理する一部
事務組合。
　※田子町選出議会議員　尾形議員

　田子町、三戸町、五戸町、南部町、新郷村をもっ
て組織され、田子高原地区牧野の設置、管理、運営
に関する事務を共同で処理する一部事務組合。
　※田子町選出議会議員　椛本議員　山崎（美）議員

三戸地区環境整備事務組合

三戸地区クリーンセンター
（可燃ごみ処理施設）

三戸地区衛生センター
（し尿処理施設） 三戸地区葬祭場

田子高原広域事務組合

八戸広域市町村圏事務組合
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尾
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憲
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山
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地　

健
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執
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協
力

　
　
　
　
　
　

全
議
員

　
春
が
訪
れ
て
参
り
ま
し
た
。

農
作
業
等
も
始
ま
っ
て
き
た

も
の
と
思
い
ま
す
。

　
田
子
町
に
は
名
所
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
つ
つ
じ
の

美
し
い
大
黒
森
、
昔
な
つ
か

し
い
茅
葺
き
屋
根
の
創
遊
村
、

樺
山
の
カ
ギ
カ
ケ
の
木
、
古

代
文
字
の
刻
ま
れ
た
石
の
あ

る
ド
コ
ノ
森
、
キ
ャ
ン
プ
の

聖
地
ト
バ
ノ
平
、
牛
が
放
牧

さ
れ
た
小
国
や
白
萩
平
、
ス

ヌ
ー
ピ
ー
滝
の
み
ろ
く
の
滝
、

蕎
麦
挽
く
水
車
な
ど
、
時
間

を
見
つ
け
、
田
子
の
美
味
し

い
水
を
持
っ
て
散
策
し
、
田

子
の
良
さ
を
再
確
認
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

（
山
﨑
　
一
義
）

つ
ぶ
や
き


